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2022 年度 前期「授業アンケート」集計結果 
Liberal Arts (LA) プログラム 

iCLA 事務室 
【1. 調査目的】 
 

山梨学院大学では、「教育の質的転換」ビジョンの重点項目である学修成果に係るアンケートに取り
組んでいる。大学教育の質を保証するためには、計画（PLAN)、実施（DO)、評価（CHECK)、改
善（ACTION) を繰り返す PDCA サイクルを有効に機能させることが重要である。 

「2022 年度前期授業アンケート」は、この PDCA サイクルの中の「CHECK」の機能の一環として位
置 づけられている。授業を受けた学生からの意見に耳を傾けることによって、各教育組織と各担当教員 
の認識を高め、カリキュラムや授業方法等の改善に資するため、全学生を対象に「2022 年度前期授
業 アンケート」を実施した。 
 
【2. 調査対象と回答状況】 
 調査対象︓履修者数 873 名 
 回答者数︓533 名  
 回答率︓61.1%  
 調査期間︓2022 年７月 18 日～22 日 
 調査方法︓UNIPA のアンケート機能を活用 
 
【3. 調査項目】 
以下の設問に対する回答を、Liberal Arts (LA) プログラム全体に集計した。 
Part I. Questions about Instructor（教員についての評価） 
Part II. Student Self-Evaluation（あなた自身についての評価） 
 
 
【4. 集計結果】 
ページ２～７を参照されたい。 
 
 
 
 
 
 
 
※本調査は英語のみで行われた。日本語訳は報告書のために追加したものである。 
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Part I. Questions about Instructor 
教員についての評価 

 
1. The instructor explained the plan for the course content and grading criteria from 

the start. 
教員は最初から授業の内容及び成績評価について説明した。 

Q1 度数分布表 

回答 
応答数 

平均値 
度数 パーセント 

Strongly agree 
よく当てはまる 378 70.9% 

3.65 

Agree 
当てはまる 131 24.6% 
Not sure 
どちらともいえない 16 3.0% 
Disagree 
当てはまらない 8 1.5% 
合計 533 100% 

 
2. The instructor made the class sessions challenging and stimulating. 

教員は授業の時間にやりがいと刺激を与えてくれた。 
Q2 度数分布表 

回答 
応答数 

平均値 
度数 パーセント 

Strongly agree 
よく当てはまる 311 58.3% 

3.47 

Agree 
当てはまる 176 33.0% 
Not sure 
どちらともいえない 30 5.6% 
Disagree 
当てはまらない 16 3.0% 
合計 533 100% 
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3. The instructor encouraged discussion among students. 
教員は学生同士のディスカッションを促した。 

Q3 度数分布表 

回答 
応答数 

平均値 
度数 パーセント 

Strongly agree 
よく当てはまる 303 56.8% 

3.39 

Agree 
当てはまる 155 29.1% 
Not sure 
どちらともいえない 56 10.5% 
Disagree 
当てはまらない 19 3.6% 
合計 533 100% 

 
 
4. The instructor gave useful and timely feedback about students' performance. 

教員は学生の成績に関してタイムリーに効果的なフィードバックを行った。 
Q4 度数分布表 

回答 
応答数 

平均値 
度数 パーセント 

Strongly agree 
よく当てはまる 319 59.8% 

3.49 

Agree 
当てはまる 168 31.5% 
Not sure 
どちらともいえない 36 6.8% 
Disagree 
当てはまらない 10 1.9% 
合計 533 100% 
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5. The instructorʼs methods of assessment (papers, presentations, quizzes, projects, 
exams etc.) were fair and appropriate. 
教員の評価方法（論文、プレゼン、小テスト、プロジェクト、試験等）は公正かつ適切だった。 

Q5 度数分布表 

回答 
応答数 

平均値 
度数 パーセント 

Strongly agree 
よく当てはまる 309 58.0% 

3.50 

Agree 
当てはまる 187 35.1% 
Not sure 
どちらともいえない 29 5.4% 
Disagree 
当てはまらない 8 1.5% 
合計 533 100% 

 
6. The instructor was available for consultation outside of the class. 

教員は授業外でも相談に乗れるようにしてくれた。 
Q6 度数分布表 

回答 
応答数 

平均値 
度数 パーセント 

Strongly agree 
よく当てはまる 344 64.5% 

3.57 

Agree 
当てはまる 152 28.5% 
Not sure 
どちらともいえない 35 6.6% 
Disagree 
当てはまらない 2 0.4% 
合計 533 100% 
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Part II. Student Self-Evaluation 
あなた自身についての評価 

 
7. My time spent per week outside class for this course/workshop (in hours) 

この授業のために授業外で費やした時間（週あたり）は︖ 
Q7 度数分布表 

回答 
応答数 

平均値 
度数 パーセント 

1 94 17.6% 

3.20 

2 129 24.2% 
3 117 22.0% 
4 87 16.3% 
5 52 9.8% 
6 26 4.9% 
7 6 1.1% 
8 10 1.9% 
9 2 0.4% 
10 10 1.9% 
合計 533 100% 

 
8. What grade do you expect for this course? 

この授業にはどの成績を期待している︖ 
Q8 度数分布表 

回答 
応答数 

平均値 
度数 パーセント 

A 279 52.3% 

4.40 

B 200 37.5% 
C 41 7.7% 
D 12 2.3% 
F 1 0.2% 
合計 533 100% 
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9. This course workload was appropriate. 
授業の量は適切だった。 

Q9 度数分布表 

回答 
応答数 

平均値 
度数 パーセント 

Strongly agree 
よく当てはまる 294 55.2% 

3.46 

Agree 
当てはまる 202 37.9% 
Not sure 
どちらともいえない 27 5.1% 
Disagree 
当てはまらない 10 1.9% 
合計 533 100% 

 
10. I participated actively in the class. 

この授業に積極的に参加した。 
Q10 度数分布表 

回答 
応答数 

平均値 
度数 パーセント 

Strongly agree 
よく当てはまる 263 49.3% 

3.36 

Agree 
当てはまる 208 39.0% 
Not sure 
どちらともいえない 52 9.8% 
Disagree 
当てはまらない 10 1.9% 
合計 533 100% 
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11. I feel I have achieved the objectives of this course. 
この授業の教育目的を達成できたと思う。 

Q11 度数分布表 

回答 
応答数 

平均値 
度数 パーセント 

Strongly agree 
よく当てはまる 273 51.2% 

3.41 

Agree 
当てはまる 208 39.0% 
Not sure 
どちらともいえない 47 8.8% 
Disagree 
当てはまらない 5 0.9% 
合計 533 100% 

 


